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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，社団法人自動車技

術会(JSAE)／財団法人日本規格協会(JSA)から，工業標準原案を具して日本工業規格を改正すべきとの申出

があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格である。 

これによって，JIS D 1012:1997 は改正され，この規格に置き換えられる。 

この規格の一部が，技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願公開後の

実用新案登録出願に抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会

は，このような技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願公開後の実用新

案登録出願にかかわる確認について，責任はもたない。 

JIS D 1012 には，次に示す附属書がある。 

附属書 1（参考）実路における燃費試験方法 

附属書 2（参考）車載風向風速計方式の走行抵抗測定方法 

附属書 3（参考）直接回帰法の計算式 

附属書 4（参考）シャシダイナモメータで測定した転がり抵抗の補正方法 

附属書 5（規定）シャシダイナモメータ試験における走行抵抗の計算方法 

附属書 6（規定）シャシダイナモメータの設定負荷調整方法 

附属書 7（参考）ホイールトルク法から惰行法への目標走行抵抗置換方法 

附属書 8（参考）燃料流量計取付要領 

附属書 9（規定）ガソリン及び軽油の水素炭素原子数比及び酸素炭素原子数比の簡易算出方法 

附属書 10（参考）米国及び欧州の燃費算出方法 

附属書 11（参考）日本の 10･15 モード走行方法 
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日本工業規格          JIS 
 D 1012：2005 
 

自動車－燃料消費率試験方法 
Automobiles－Rate of fuel consumption test methods 

 
1. 一般事項  

1.1 適用範囲 この規格は，車両質量 3 500 kg 以下の自動車のシャシダイナモメータ上での燃料消費率

（以下，燃費という。）試験方法について規定する。実路における燃費試験方法については，附属書 1（参

考）に示す。ただし，二輪車には適用しない。 

1.2 引用規格 次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成

する。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS D 0102 自動車用語－自動車の寸法，質量，荷重及び性能 

JIS D 1030 自動車－排気ガス中の一酸化炭素，二酸化炭素，全炭化水素及び窒素酸化物の測定方法 

JIS K 2202 自動車ガソリン 
JIS K 2204 軽油 

JIS K 2240 液化石油ガス（LP ガス） 
JIS K 2249 原油及び石油製品－密度試験方法及び密度・質量・容量換算表 

JIS K 2254 石油製品－蒸留試験方法 

JIS K 2255 石油製品－ガソリン－鉛分試験方法 

JIS K 2258 原油及び燃料油－蒸気圧試験方法－リード法 
JIS K 2261 石油製品－自動車ガソリン及び航空燃料油－実在ガム試験方法－噴射蒸発法 

JIS K 2265 原油及び石油製品－引火点試験方法 

JIS K 2280 石油製品－燃料油－オクタン価及びセタン価試験方法並びにセタン指数算出方法 

JIS K 2283 原油及び石油製品－動粘度試験方法及び粘度指数算出方法 

JIS K 2536 石油製品－成分試験方法 

JIS K 2541 原油及び石油製品－硫黄分試験方法 

1.3 定義 この規格で用いる主な用語の定義は，JIS D 0102 によるほか，次による。 

a) 走行抵抗力 惰行法又はベンチ法で求められる，エンジン以外の摩擦損失を含む走行抵抗。 

b) 走行負荷トルク 駆動輪に装着されたホイールトルクメータで測定される，トルクメータ後流側の駆

動系損失も含む走行時の抵抗トルク。 

c) 走行抵抗 前述の a）及び b）で規定するものの総称。 

d) 空気抵抗 車両が空気の中を進むことによって受ける抵抗。走行抵抗を車速の 2 次の式で表す場合に，

車速の 2 次項がこれに当たる。 

e) 転がり抵抗 駆動系，車軸及びタイヤが回転することによって生じる抵抗。走行抵抗を車速の 2 次式

で表す場合に，車速の 1 次項及び定数項がこれに当たる。 

f) 基準車速 シャシダイナモメータで設定走行抵抗の再現度を検証する車速。 


